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【
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝

き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
】

基
本
理
念

　
住
民
一
人
ひ
と
り
が
、
ふ
る
さ

と
を
実
感
し
、
輝
い
て
い
く
こ
と

の
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
、

基
本
方
針
を
次
の
と
お
り
設
定
し

ま
す
。

●
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指

　
し
て

●
自
然
と
と
も
に
さ
わ
や
か
に
暮

　
ら
せ
る
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

●
地
域
で
す
す
め
る
健
康
づ
く
り

　
と
生
き
が
い
づ
く
り

●
だ
れ
も
が
い
き
い
き
暮
ら
せ
る

　
ま
ち
づ
く
り

●
二
十
四
時
間
、
三
百
六
十
五
日

　
安
心
で
き
る
医
療
体
制
づ
く
り

●
水
と
緑
を
活
か
し
た
快
適
で
住

　
み
よ
い
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

●
思
い
や
り
と
心
豊
か
な
人
づ
く

　
り
の
推
進

基
本
方
針

　
総
論
、
基
本
構
想
、
基
本
計
画

で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、
基
本
計
画
は
、
十
年

間
の
計
画
期
間
の
う
ち
、
前
期
五

カ
年
に
つ
い
て
、
基
本
構
想
を
具

体
化
す
る
た
め
の
、
現
状
や
課
題

方
策
に
つ
い
て
示
し
て
い
ま
す
。

計
画
の
構
成
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一
　
町
政
推
進
の
長
期
的
・
総
合

　
的
な
指
針
で
あ
り
、
す
べ
て
の

　
施
策
の
基
礎

二
　
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
ま

　
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
熱
意
と

　
心
構
え
を
表
し
、
住
民
が
行
う

　
諸
活
動
の
指
針

三
　
国
・
県
が
行
う
地
域
計
画
の

　
策
定
お
よ
び
、
諸
施
策
の
推
進

　
に
お
い
て
、
整
合
性
を
図
る
最

　
も
尊
重
す
る
指
針

　
住
民
の
自
治
と
参
加
を
も
と
に
、

江
府
町
の
新
世
紀
を
目
指
す
基
本

と
な
り
ま
す
。 第

四
次
江
府
町
総
合
計
画

第
四
次
江
府
町
総
合
計
画

第
四
次
江
府
町
総
合
計
画

．．．
　
将
来
に
向
け
引
き
続
き
、
地
域
発
展
の
基
幹
的
条
件
で
あ
る
産
業
基
盤
・
社
会
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
と
と
も

に
、
総
合
的
な
地
域
開
発
に
取
り
組
む
た
め
、
「
小
さ
く
て
も
元
気
で
明
る
い
輝
き
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を
基

本
理
念
と
し
て
、
第
四
次
江
府
町
総
合
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

計
画
策
定
の
意
義
と
役
割

　
平
成
十
八
年
度
か
ら
平
成
二
十

七
年
度
ま
で
の
十
年
間

計
画
の
期
間

総
　
　
論

総
　
　
論

基
本
構
想

基
本
構
想

基
本
計
画

基
本
計
画

□
透
明
な
行
財
政
改
革

　
将
来
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
の
見
直
し
と
、

改
革
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

・
人
事
評
価
制
度
の
導
入

・
退
職
勧
奨
制
度
の
創
設

・
物
件
費
の
削
減

・
的
確
な
人
事
管
理
の
実
施

・
人
件
費
の
見
直
し

・
各
種
団
体
・
集
落
な
ど
へ
の
負

　
担
金
、補
助
金
の
検
討
、見
直
し

・
公
共
料
金
な
ど
の
検
討
、見
直
し

□
財
政
基
盤
の
確
立

　
限
ら
れ
た
財
源
の
重
点
的
配
分

と
、
経
費
支
出
の
効
率
化
を
進
め
、

健
全
な
財
政
運
営
に
努
め
ま
す
。

・
企
業
誘
致
な
ど
に
よ
る
税
収
の

　
確
保

・
国
、
県
の
補
助
金
な
ど
の
優
位

　
な
財
源
の
確
保

・
事
務
の
簡
素
化

・
組
織
、
機
構
の
見
直
し

・
不
要
な
施
設
の
閉
鎖

□
行
政
サ
ー
ビ
ス

　
住
民
が
利
用
し
や
す
い
、
正
確

で
迅
速
な
事
務
処
理
を
推
進
し
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
・
効
率
化

を
図
り
ま
す
。

・
土
地
台
帳
・
公
図
の
保
守
管
理

　
な
ど
に
つ
い
て
は
、
土
地
評
価

　
総
合
シ
ス
テ
ム
の
導
入

・
在
宅
で
地
方
税
の
申
告
が
可
能

　
と
な
る
、
地
方
税
電
子
申
告
の

　
推
進

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て

個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
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□
消
防

　
複
雑
・
多
様
化
す
る
各
種
災
害

に
対
処
す
る
た
め
、
消
防
団
員
の

確
保
な
ど
、
江
府
町
地
域
防
災
計

画
に
基
づ
き
推
進
し
ま
す
。

・
消
防
体
制
の
強
化

・
消
防
施
設
の
整
備

・
予
防
活
動
の
推
進

□
防
災

　
情
報
の
収
集
、
連
絡
、
避
難
、

応
急
体
制
の
一
層
の
確
立
を
図
り

ま
す
。

・
自
主
防
災
組
織
の
底
上
げ

・
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し

・
物
資
、
資
機
材
の
備
蓄

・
通
信
網
の
整
備

・
国
民
保
護
計
画
お
よ
び
避
難
マ

　
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

□
交
通
安
全
対
策

　
交
通
弱
者
が
安
心
し
て
通
行
で

き
る
、
安
全
な
自
動
車
交
通
を
確

保
し
ま
す
。�

・
交
通
安
全
施
設
な
ど
の
整
備

・
交
通
安
全
教
育
の
推
進

・
交
通
安
全
に
関
す
る
広
報

□
交
通

　
町
独
自
の
施
策
を
行
う
た
め
、

関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
と
り
、

町
民
生
活
に
根
ざ
し
た
、
町
内
生

活
バ
ス
路
線
の
維
持
確
保
を
図
り

ま
す
。

□
観
光

　
農
林
業
な
ど
、
他
産
業
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
広
域
的
に
関
連

さ
せ
た
観
光
開
発
に
努
め
ま
す
。

・
観
光
施
設
の
連
携

・
産
業
と
の
連
携

・
交
流
観
光
の
推
進

□
商
業

　
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
、

規
模
、
業
種
、
業
態
の
店
舗
や
施

設
を
計
画
的
に
配
置
し
ま
す
。

　
情
報
の
高
度
化
、
新
規
開
業
、

新
製
品
開
発
な
ど
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
支
援
し
ま
す

・
経
営
の
近
代
化

・
商
店
街
の
活
性
化

・
地
場
産
業
や
特
産
品
の
振
興

・
高
齢
者
へ
の
対
応

□
企
業
誘
致
と
雇
用
の
確
保

　
町
の
イ
メ
ー
ジ
に
あ
っ
た
、
企

業
が
よ
り
進
出
し
た
く
な
る
よ
う

な
、
環
境
面
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

生
活
基
盤
整
備
を
行
い
ま
す
。

□
情
報

　
だ
れ
も
が
、
い
つ
で
も
、
ど
こ

で
も
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し

て
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
、
情
報
を
や

り
取
り
で
き
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
ま
す
。

・
地
域
情
報
通
信
基
盤
整
備
促
進

・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
講

　
習
の
環
境
整
備

・
電
子
自
治
体
の
推
進

自
然
と
と
も
に
さ
わ
や
か
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

自
然
と
と
も
に
さ
わ
や
か
に
暮
ら
せ
る

　
　
　
　
　
　
自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

地
域
で
す
す
め
る
健
康
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
が
い
づ
く
り

地
域
で
す
す
め
る
健
康
づ
く
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
生
き
が
い
づ
く
り

□
高
齢
者
福
祉
対
策

　
高
齢
者
が
、
元
気
で
生
き
が
い

を
も
っ
て
暮
ら
せ
る
町
を
、
地
域

住
民
と
一
体
と
な
っ
て
つ
く
り
ま

す
。

・
介
護
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
盤

　
整
備
と
質
的
向
上

・
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
体
制

　
の
構
築

・
介
護
予
防
、
疾
病
予
防
の
推
進

・
高
齢
者
の
権
利
擁
護
、
社
会
参

　
加
の
推
進

だ
れ
も
が
い
き
い
き�

　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

だ
れ
も
が
い
き
い
き�

　
　
　
　
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

□
健
康
増
進
対
策

　
食
事
・
運
動
・
休
養
を
基
本
に
、

日
常
生
活
の
改
善
に
向
け
た
講
座

な
ど
、
職
場
・
地
域
ぐ
る
み
の
取

り
組
み
と
し
て
推
進
し
ま
す
。

・
運
動
に
よ
る
健
康
づ
く
り
対
策

・
食
生
活
の
改
善
対
策

・
歯
お
よ
び
口
腔
内
の
健
康
づ
く

　
り
対
策

・
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
対
策

・
健
康
チ
ェ
ッ
ク
体
制
へ
の
取
組

□
飲
酒
喫
煙
対
策

　
行
政
、
地
域
、
学
校
と
連
携
を

図
り
、
児
童
喫
煙
対
策
と
地
域
で

の
、
飲
酒
・
喫
煙
対
策
を
実
施
し

ま
す
。

□
病
気
の
早
期
発
見

　
健
康
診
査
未
受
診
率
ゼ
ロ
を
目

標
に
、
受
診
率
向
上
を
図
り
ま
す
。

・
健
康
診
査
の
実
施

・
精
密
検
査
の
受
診
率
向
上

・
健
康
管
理
対
策

・
健
康
診
査
後
の
集
落
で
の
結
果

　
説
明
会
の
開
催
お
よ
び
事
業
所

　
と
の
連
携

・
自
己
管
理
意
識
の
普
及

□
地
域
活
性
化
対
策

　
地
域
の
特
性
、
特
産
な
ど
を
活

か
し
て
、
一
人
ひ
と
り
が
生
き
が

い
を
見
出
す
と
と
も
に
地
域
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

・
生
き
が
い
対
策

・
地
域
の
活
性
化
計
画
の
策
定
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□
子
育
て
支
援
策

　
親
た
ち
が
、
安
心
し
て
働
き
、

子
育
て
が
で
き
る
環
境
体
制
づ
く

り
に
努
め
、
多
様
化
す
る
保
育
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

・
保
育
環
境
の
整
備

・
保
育
体
制
の
整
備

・
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
充
実

・
ひ
と
り
親
家
庭
支
援
へ
の
対
策�

□
地
域
で
さ
さ
え
る
福
祉
対
策

　
障
害
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、

人
格
と
個
性
を
尊
重
し
、
地
域
の

中
で
安
心
し
て
、
安
全
に
生
活
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
き
ま

す
。

・
地
域
に
お
け
る
生
活
支
援
の
推�

　
進

・
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
連

　
続
性
の
あ
る
支
援
の
推
進

・
就
労
の
促
進

・
社
会
的
自
立
と
生
活
の
場
の
整

　
備

・
障
害
者
計
画(

障
害
福
祉
計
画)

　
の
策
定
お
よ
び
推
進

二
十
四
時
間
、
三
百
六
十
五
日
安
心�

　
　
　
　
　
で
き
る
医
療
体
制
づ
く
り

二
十
四
時
間
、
三
百
六
十
五
日
安
心�

　
　
　
　
　
で
き
る
医
療
体
制
づ
く
り

水
と
緑
を
活
か
し
た
快
適
で
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

水
と
緑
を
活
か
し
た
快
適
で
住
み
よ
い

　
　
　
　
　
　
　
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

□
環
境

　
ふ
る
さ
と
の
環
境
を
保
全
し
、

豊
か
な
恵
み
を
次
の
世
代
に
伝
え

る
た
め
、
取
り
組
む
べ
き
事
項
の

啓
発
活
動
に
努
め
ま
す
。

□
国
土
保
全

　
町
民
が
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
、
恵
ま
れ
た
自
然
環
境
保
全
に

努
め
ま
す
。

・
河
川
、
砂
防
整
備

・
治
山
対
策

□
住
宅

　
定
住
促
進
や
若
者
定
住
対
策
お

よ
び
、
福
祉
住
宅
の
整
備
な
ど
に

つ
い
て
支
援
を
行
い
、
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
住
宅
環
境
づ
く

り
を
進
め
ま
す
。

・
民
間
活
力
を
利
用
し
た
集
合
住

　
宅
の
整
備

・
町
営
住
宅
の
円
滑
な
管
理
運
営

・
安
全
で
快
適
な
住
宅
の
供
給
、

　
住
環
境
の
整
備
、
促
進

□
上
水
道

　
簡
易
水
道
基
本
計
画
の
再
検
討

を
行
い
、
良
質
な
水
の
安
定
供
給

が
で
き
る
よ
う
、
老
朽
施
設
の
改

修
を
含
め
た
、
施
設
の
整
備
、
維

持
管
理
体
制
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

□
下
水
道

　
集
合
処
理
区
に
つ
い
て
は
、
平

成
二
十
五
年
度
を
目
標
に
、
全
戸

整
備
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
集
合
処
理
区
の
完
了
に

合
わ
せ
、
合
併
処
理
浄
化
槽
の
整

備
促
進
を
行
い
ま
す
。�

□
廃
棄
物
処
理

　
有
効
資
源
の
リ
サ
イ
ク
ル
化
に

よ
り
排
出
量
の
削
減
を
し
、
適
正

な
収
集
・
運
搬
・
処
分
を
図
る
こ

と
を
目
標
と
し
ま
す
。

　
ま
た
、
紙
・
布
類
を
分
別
収
集

し
、
固
形
燃
料
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
処
理
コ
ス
ト
の
削
減
を
図
り

ま
す
。

□
救
急
医
療
へ
の
対
応

　
救
急
医
療
体
制
の
広
報
や
救
命

救
急
講
習
を
行
い
、
普
及
に
努
め

ま
す
。

・
夜
間
、
休
日
の
救
急
医
療
体
制

　
に
関
す
る
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム

　
の
確
立

・
高
齢
者
の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム

　
の
充
実

・
救
急
対
応
教
育
の
充
実

・
自
動
体
外
式
除
細
動
器
を
公
共

　
施
設
へ
設
置

□
地
域
医
療
体
制
の
充
実

　
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
連
携
の

も
と
、
地
域
住
民
が
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
医
療
体
制
づ
く
り
に
努
め

ま
す
。

・
か
か
り
つ
け
医
、
か
か
り
つ
け

　
薬
局
の
普
及
啓
発

・
江
尾
診
療
所
を
核
と
し
た
医
療

　
体
制
の
確
立

・
医
療
に
お
け
る
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

　
シ
ョ
ン
機
能
の
充
実

・
在
宅
医
療
の
充
実

・
日
野
病
院
と
の
、
情
報
ネ
ッ
ト

　
ワ
ー
ク
に
よ
る
情
報
の
共
有
化

　
の
確
立

・
歯
科
医
療
の
充
実
お
よ
び
訪
問

　
歯
科
診
察
の
実
施

□
生
活
習
慣
病
医
療
へ
の
対
応

　
医
療
と
保
健
分
野
と
の
密
接
な

連
携
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
充
実

し
た
生
活
習
慣
病
対
策
に
取
り
組

み
ま
す
。

・
脳
卒
中
、
糖
尿
病
、
高
血
圧
、

　
心
臓
病
対
策
お
よ
び
動
脈
硬
化

　
予
防

・
江
尾
診
療
所
に
認
知
症
専
門
外

　
来
の
開
設
の
検
討

・
歯
周
病
対
策
、
口
腔
ケ
ア

・
保
健
分
野
と
連
携
の
確
立

・
運
動
指
導

□
医
療
費
適
正
化
対
策

　
平
成
二
十
三
年
度
に
、
地
域
差

指
数
の
全
国
平
均
以
下
を
目
指
し
、

医
療
と
保
健
の
密
接
な
連
携
を
図

っ
て
い
き
ま
す
。

・
健
康
に
対
す
る
意
識
啓
発

・
重
複
多
重
受
診
の
適
正
化
の
推

　
進

・
一
人
当
た
り
の
医
療
給
付
費
の

　
二
割
削
減

・
生
活
習
慣
病
対
策
の
実
施

□
将
来
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
育
成

　
地
域
医
療
を
担
う
人
材
育
成
を

図
り
ま
す
。

・
継
続
的
な
鳥
取
大
学
医
学
部
と

　
の
連
携
お
よ
び
強
化

・
将
来
の
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
、

　
研
究
の
支
援

・
歯
科
口
腔
外
科
の
研
修
医
に
対

　
す
る
環
境
整
備
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思
い
や
り
と
心
豊
か
な�

　
　
　
　
　
　
　
人
づ
く
り
の
推
進

思
い
や
り
と
心
豊
か
な�

　
　
　
　
　
　
　
人
づ
く
り
の
推
進

□
生
涯
学
習

　
防
災
情
報
セ
ン
タ
ー
を
、
各
種

講
座
・
研
修
会
の
拠
点
施
設
と
し

ま
す
。

・
生
涯
学
習
活
動
の
推
進

・
放
課
後
お
よ
び
学
校
休
業
日
に

　
児
童
生
徒
に
安
全
、
安
心
な
場

　
所
の
提
供

□
学
校
教
育

　
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
を
目

指
す
と
と
も
に
、
互
い
の
人
権
を

大
切
に
す
る
、
心
豊
か
な
児
童
・

生
徒
の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。

・
児
童
・
生
徒
の
個
性
を
生
か
し

　
た
教
育
の
推
進

・
基
礎
学
力
の
確
実
な
定
着
と
、

　
学
力
の
向
上
を
目
指
す
教
育
の

　
推
進

・
学
校
お
よ
び
通
学
時
に
お
け
る

　
安
全
の
確
保

・
管
内
四
小
学
校
統
合
の
推
進

□
社
会
教
育

　
平
成
二
十
一
年
度
に
、
学
習
情

報
の
提
供
、
学
習
相
談
の
窓
口
の

開
設
を
し
ま
す
。

・
施
設
の
整
備

・
社
会
教
育
の
推
進

□
人
権
・
同
和
教
育

　
研
修
を
深
め
て
い
き
、
日
常
生

活
の
中
で
、
自
ら
の
行
動
を
通
し

て
問
題
解
決
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

・
人
権
を
重
ん
じ
る
社
会
を
築
い

　
て
い
く

・
人
権
同
和
問
題
の
正
し
い
理
解

　
と
、
人
権
の
大
切
さ
を
学
び
、

　
差
別
解
消
を
図
る
。

・
人
権
同
和
教
育
指
導
者
の
育
成

□
人
権
・
同
和
対
策

　
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地

域
づ
く
り
を
し
、
さ
ら
な
る
生
活

文
化
の
向
上
を
目
指
し
、
各
種
支

援
策
を
図
り
ま
す
。

・
地
域
内
の
危
険
箇
所
お
よ
び
不

　
便
な
箇
所
の
改
善

・
実
態
に
合
っ
た
生
活
支
援

・
生
活
文
化
向
上
の
た
め
の
支
援

・
交
流
事
業
の
推
進

□
男
女
共
同
参
画

　
女
性
自
身
の
、
参
画
意
識
を
高

め
て
い
く
た
め
の
取
り
組
み
を
、

地
域
、
職
場
、
学
校
、
行
政
な
ど

が
一
体
と
な
っ
て
進
め
ま
す
。

□
青
少
年
の
健
全
育
成

　
地
域
の
子
供
た
ち
は
地
域
で
守

り
、
育
て
る
と
い
う
気
持
ち
で
、

子
供
た
ち
を
見
守
り
、
支
え
て
い

く
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

・
育
成
体
制
の
強
化
と
実
践

・
青
少
年
の
自
主
的
活
動
の
推
進

□
高
齢
者
教
育

　
高
齢
者
が
、
経
験
を
活
か
し
た

社
会
参
加
、
活
動
の
た
め
の
援
助

体
制
の
確
立
、
学
習
環
境
の
整
備

を
図
り
ま
す
。

・
明
徳
学
園
の
充
実

・
指
導
者
の
育
成
・
啓
発
活
動
の

　
実
施

・
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
の
育
成
と
社

　
会
参
加
の
促
進

□
文
化
と
文
化
財

　
文
化
芸
術
鑑
賞
や
発
表
の
機
会

の
拡
大
の
た
め
の
、
施
設
の
整
備

に
努
め
、
指
定
文
化
財
を
地
域
づ

く
り
の
資
産
と
し
て
、
後
世
に
伝

え
て
い
き
ま
す
。

・
文
化
活
動
団
体
へ
の
支
援
、
育

　
成
を
図
り
、
文
化
活
動
へ
の
参

　
加
を
推
進

・
地
域
活
性
化
へ
の
文
化
財
の
活

　
用
を
推
進

・
文
化
的
景
観
の
保
護
、
活
用
を

　
推
進

□
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー
ツ
に
触
れ
、

楽
し
み
な
が
ら
興
味
と
関
心
を
持

ち
、
心
身
の
健
康
を
増
進
し
ま
す
。

・
指
導
者
の
育
成
と
、
ニ
ー
ズ
に

　
応
じ
た
体
制
づ
く
り

・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
へ
の
支
援

・
ス
ポ
ー
ツ
大
会
、
レ
ク
リ
エ
ー

　
シ
ョ
ン
イ
ベ
ン
ト
の
実
施

・
健
康
、
体
力
づ
く
り
の
あ
り
方

　
の
検
討

・
運
動
公
園
施
設
の
有
効
利
用
を

　
図
る
た
め
の
検
討

□
道
路

　
主
要
道
路
の
改
良
整
備
を
、
各

事
業
と
連
携
を
図
り
、
交
通
弱
者

に
と
っ
て
優
し
い
道
づ
く
り
を
目

指
し
ま
す
。

・
国
・
県
道
の
整
備
促
進

・
安
全
、
安
心
な
道
づ
く
り
の
実

　
現

□
除
雪

　
除
雪
ス
ペ
ー
ス
を
考
慮
し
た
道

路
改
良
、
待
避
所
の
新
設
に
努
め
、

作
業
の
効
率
を
図
り
ま
す
。

　
町
有
機
械
は
、
計
画
的
に
更
新

を
行
い
、
ま
た
民
間
企
業
な
ど
へ

の
委
託
を
拡
大
し
、
除
雪
体
制
の

強
化
充
実
に
努
め
ま
す
。

□
農
業
の
振
興

　
集
落
営
農
組
織
、
担
い
手
集
団

な
ど
の
、
収
益
性
の
高
い
農
業
経

営
の
確
立
を
展
開
し
ま
す
。

　
農
地
の
荒
廃
化
を
防
止
し
、
都

市
と
の
交
流
な
ど
、
生
産
者
が
共

存
で
き
る
集
落
環
境
、
生
活
環
境

の
整
備
を
進
め
ま
す
。

・
農
業
経
営
の
強
化

・
高
付
加
価
値
農
業
の
推
進

・
環
境
保
全
型
農
業
の
推
進

・
町
民
が
守
り
、
親
し
め
る
農
業

　
の
推
進

□
林
業
の
振
興

　
長
期
視
点
に
立
っ
た
、
生
産
基

盤
の
整
備
お
よ
び
森
林
の
適
正
管

理
を
推
進
し
、
特
用
林
産
物
の
振

興
を
図
り
ま
す
。

・
町
民
が
守
り
、
親
し
め
る
林
業

　
の
推
進

・
森
林
整
備
の
促
進

・
特
用
林
産
物
の
生
産
の
推
進

・
有
害
鳥
獣
対
策
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サ
ン
ト
リ
ー
天
然
水�

　
奥
大
山
ブ
ナ
の
森
工
場
起
工
式

〜
地
ビ
ー
ル
　
ブ
ナ
の
森
か
ら
〜

国
際
ビ
ー
ル
大
賞
２
０
０
６
で
最
優
秀
賞

全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鳥
取
県
大
会

ピ
ー
ア
ー
ル
懸
垂
幕
設
置
！

　
十
月
十
一
日
、
鳥
取
西
部
農
業
協
同
組
合
江

府
支
所
前
に
お
い
て
、
和
牛
農
家
、
畜
産
関
係

者
を
集
め
、
第
九
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会
鳥

取
県
大
会
ピ
ー
ア
ー
ル
懸
垂
幕
の
設
置
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
平
成
十
九
年
十
月
に
、
鳥
取
県
西
部
地
域
を

メ
イ
ン
会
場
に
し
て
行
わ
れ
る
こ
の
大
会
は
、

全
国
の
優
秀
な
和
牛
が
五
年
に
一
度
、
そ
の
優

劣
を
競
う
全
国
大
会
で
す
。

　
県
内
外
か
ら
、
約
二
十
万
人
の
来
場
が
見
込

ま
れ
て
い
る
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

　
こ
の
懸
垂
幕
は
、
農
協
江
府
支
所
和
牛
部
の

み
な
さ
ん
の
寄
付
に
よ
り
、
大
会
の
成
功
と
一

層
の
和
牛
振
興
を
願
っ
て
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

話 題

　
十
月
二
十
七
日
、
笠
良
原
の
建
設
予
定
地
で
、

奥
大
山
天
然
水
工
場
の
起
工
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　
完
成
は
、
平
成
二
十
年
春
の
予
定
で
す
。

　
起
工
式
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
、
県
、
町
の
関

係
者
な
ど
、
約
八
十
名
が
出
席
し
ま
し
た
。

　
敷
地
面
積
は
約
二
十
七
万
平
方
メ
ー
ト
ル
、

工
場
の
面
積
は
約
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
周

辺
環
境
に
溶
け
込
む
よ
う
に
、
工
場
敷
地
内
に

も
緑
地
を
多
く
取
り
入
れ
、
建
設
さ
れ
ま
す
。

　
竹
内
町
長
は
、
「
町
の
財
産
で
あ
る
自
然
を
、

全
国
に
ピ
ー
ア

ー
ル
で
き
、
き

れ
い
な
水
で
育

っ
た
農
産
物
に

つ
い
て
も
、
ブ

ラ
ン
ド
化
を
図

り
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
国
際
ビ
ー
ル

大
賞
は
、
世
界

の
四
大
ビ
ー
ル

大
賞
の
ひ
と
つ

で
、
八
十
五
の

ス
タ
イ
ル
に
分

類
さ
れ
た
ビ
ー

ル
を
審
査
し
ま

し
た
。

　
地
ビ
ー
ル
「
ブ
ナ
の
森
か
ら
」
は
、
外
観
、

香
り
、
味
の
バ
ラ
ン
ス
が
卓
越
し
た
ビ
ー
ル
と

認
め
ら
れ
、
ゴ
ー
ル
デ
ン
エ
ー
ル
（
樽
）
部
門

で
銀
賞
、
フ
リ
ー
ラ
イ
ト
エ
ー
ル（
瓶
）部
門
で

は
、
最
優
秀
賞
の
銀
賞
（
金
賞
な
し
）
を
獲
得

し
ま
し
た
。

　
ブ
ル
ワ
ー
の
矢
野
さ
ん
は
、
「
コ
ン
テ
ス
ト

に
出
品
す
る
予
定
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、会
社
の
方
に
後
押
し
を
さ
れ
、次
の
ス
テ
ッ

プ
に
な
れ
ば
…
と
思
い
出
品
す
る
と
、
ま
さ
か

の
入
賞
。
し
か
も
、
ス
ペ
シ
ャ
ル
地
元
片
山
さ

ん
ち
の
お
米
ビ
ー
ル
は
最
優
秀
賞
の
銀
賞
。
国

際
的
に
も
認
め
ら
れ
た
ビ
ー
ル
と
な
り
ま
し
た
。

エ
バ
ー
ラ
ン
ド
奥
大
山
で
、
い
ろ
い
ろ
な
人
た

ち
と
お
い
し
い
地
ビ
ー
ル
を
飲
ん
で
、
楽
し
く

語
っ
て
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
」

と
語
っ
て
い
ま
し
た
。
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十
月
五
日
、
役
場
で
と
っ
と
り
共
生
の
森
土

地
貸
付
・
管
理
委
託
契
約
の
調
印
式
が
、
山
陰

合
同
銀
行
、
土
地
所
有
者
（
助
沢
・
日
の
詰
集

落
）、日
野
森
林
組
合
の
出
席
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
と
っ
と
り
共
生
の
森
は
、
県
・
市
町
村
が
連

携
し
、
森
林
所
有
者
と
企
業
な
ど
と
の
架
け
橋

と
な
り
、
地
元
と
の
調
整
や
企
業
な
ど
の
森
林

保
全
に
関
す
る
活
動
な
ど
を
支
援
す
る
事
業
で

す
。

　
こ
の
事
業
に
、
山
陰
合
同
銀
行
が
第
一
号
と

し
て
参
加
が
決
ま
り
、
こ
の
た
び
の
調
印
と
な

り
ま
し
た
。

　
山
陰
合
同
銀
行
で
は
、
年
数
回
、
行
員
や
家

族
な
ど
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
植
栽
、
間
伐
な

ど
を
行
う
予
定
に
し
て
い
ま
す
。

　
土
地
所
有
者
の
川
上
助
沢
区
長
は
、
「
山
が

荒
廃
す
る
一
方
で
、

自
分
た
ち
の
山
を

荒
廃
さ
せ
ず
に
守

れ
る
と
い
う
こ
と

で
、
山
陰
合
同
銀

行
の
取
り
組
み
に

賛
同
し
ま
し
た
。｣

と
話
し
て
い
ま
し

た
。

　
十
月
十
日
、
御

机
地
内
で
工
事
を

し
て
い
る
砂
防
堰

堤
二
箇
所
の
工
事

現
場
を
、
米
沢
小

学
校
の
五
年
生
、

六
年
生
が
見
学
し

ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
工
事

を
行
っ
て
い
る
浜

本
組
、
住
田
組
の

二
社
が
、
土
砂
災
害
の
知
識
、
砂
防
堰
堤
工
事

の
し
く
み
な
ど
を
勉
強
し
て
も
ら
お
う
と
計
画

し
ま
し
た
。

　
見
学
は
、
砂
防
堰
堤
透
過
化
工
事
を
行
っ
て

い
る
工
事
現
場
か
ら
し
ま
し
た
。

　
こ
の
工
事
は
、
魚
や
砂
が
通
れ
る
よ
う
に
堰

堤
の
一
部
を
取
り
壊
し
、
道
を
作
る
工
事
で
、

日
本
に
三
台
し
か
な
い
機
械
を
使
っ
て
、
作
業

し
て
い
る
様
子
を
見
学
し
ま
し
た
。

　
次
に
、
御
机
二
号
砂
防
堰
堤
工
事
を
行
っ
て

い
る
工
事
現
場
に
移
動
し
、
見
学
を
し
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
溶
岩
石
の
つ
い
た
コ
ン
ク
リ
ー

ト
製
品
を
全
面
に
取
り
付
け
る
こ
と
で
、
植
物
、

昆
虫
な
ど
が
生
育
、
産
卵
が
し
や
す
い
よ
う
す

る
こ
と
で
生
態
系
が
守
れ
る
と
い
う
こ
と
な
ど

を
勉
強
し
ま
し
た
。
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十
月
十
九
日
、
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
で
、
第

三
回
笠
良
原
水
環
境
影
響
評
価
委
員
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。

　
委
員
会
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
、
連

続
揚
水
試
験
結
果
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

　
調
査
で
分
か
っ
た
こ
と
は
、
「
笠
良
原
台
地

の
地
下
に
は
、
少
な
く
て
も
三
つ
の
帯
水
層
が

あ
る
。サ
ン
ト
リ
ー
は
、主
に
中
・
下
層
の
帯
水

槽
か
ら
取
水
す
る
。
上
層
の
帯
水
槽
を
水
源
と

す
る
、周
辺
湧
水
へ
は
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
。」

「
六
月
か
ら
九
月
ま
で
観
測
し
た
結
果
、
中
・

下
層
の
地
下
水
は
、
降
水
量
の
約
三
十
パ
ー
セ

ン
ト
が
涵
養
さ
れ
、
観
測
し
た
四
か
月
で
百
六

十
万
立
方
メ
ー
ト
ル
に
な
る
。
サ
ン
ト
リ
ー
の

年
間
取
水
量
の
約
三
倍
に
あ
た
る
。
」
と
報
告

さ
れ
ま
し
た
。

　
今
回
の
連
続
五
日
間
の
揚
水
試
験
で
は
、
観

測
井
、
河
川
流
量
と
も
水
位
低
下
は
な
く
、
揚

水
井
で
は
、
揚
水
終
了
後
た
だ
ち
に
水
位
は
復

旧
し
た
と
報
告
さ
れ
ま

し
た
。

　
最
終
的
な
水
環
境
へ

の
影
響
評
価
は
、
平
成

十
九
年
三
月
に
、
第
四

回
笠
良
原
水
環
境
影
響

評
価
委
員
会
で
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。



●
中
学
校
で
は
例
年
、
生
徒
会
が
中
心
と
な
っ
て
文
化
祭
の
前
日
祭

が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
二
日
に
行
わ
れ
、
江
府
町
の
『
文
化

の
秋
』
の
幕
を
開
け
ま
し
た
。

　
今
回
は
、
弁
論
大
会
や
吹
奏
楽
定
期
演
奏
会
と
は
違
っ
た
趣
向
で�

生
徒
た
ち
自
ら
が
楽
し
む
こ
の
前
日
祭
を
取
材
し
ま
し
た
。

　
●
中
学
校
で
前
日
祭
、
文
化
祭
が
開
か
れ
て
い�

る
ち
ょ
う
ど
そ
の
頃
…
。

　
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー
で
は
四
日
か
ら
始
ま
る

町
文
化
祭
に
向
け
準
備
開
始
。

　
絵
画
や
書
道
、
手
工
芸
な
ど
の
力
作
が
続
々
と

集
ま
り
、
準
備
し
た
パ
ネ
ル
は
み
る
み
る
う
ち
に

展
示
作
品
で
い
っ
ぱ
い
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
セ
ン
タ
ー
隣
の
Ｊ
Ａ
江
府
支
所
前
に
は
共�

催
の
米
ま
つ
り
に
あ
わ
せ
、
屋
外
ス
テ
ー
ジ
が
設�

置
さ
れ
ま
し
た
。

　
●
四
日
午
前
十
時
。
さ
あ
、
い
よ
い
よ
開
会
で
す
。
真
っ

青
な
秋
の
空
の
下
、
前
日
に
作
ら
れ
た
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
は

芸
能
発
表
会
が
開
か
れ
、
日
本
舞
踊
の
三
グ
ル
ー
プ
が
、
日

ご
ろ
の
稽
古
の
成
果
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
商
工
会
青
年
部
有
志
に
よ
る
和
太
鼓
『
南
大
山
十
七

太
鼓
』
は
勇
壮
な
バ
チ
さ
ば
き
で
観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

●
劇
や
踊
り
、
中
学
生
な
ら
で
は
の
ス
テ
ー
ジ
企
画
と
、
学
校
で
の
文
化
祭
で
体
育
館�

が
揺
れ
る
よ
う
な
パ
ワ
ー
を
発
揮
し
た
江
府
中
の
生
徒
た
ち
。
あ
ふ
れ
る
元
気
を
町
の�

文
化
祭
に
も
運
ん
で
く
れ
ま
し
た
。
吹
奏
楽
部
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
ピ
ン
ク
レ
デ
ィ
ー�

と
テ
キ
ー
ラ
で
会
場
の
熱
気
は
最
高
潮
に
。
会
場
の
ア
イ
リ
ス
合
唱
団
か
ら
「
み
ん
な�

で
歌
い
ま
し
ょ
う
」
と
の
声
が
上
が
り
、
最
後
に
全
員
で
『
ふ
る
さ
と
』
を
合
唱
し
て�

音
楽
発
表
会
の
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

●
五
日
。
防
災
・
情
報
セ
ン
タ
ー�

前
は
朝
か
ら
『
日
野
郡
新
そ
ば
ま�

つ
り
』
で
大
盛
況
。
セ
ン
タ
ー
内�

の
作
品
展
示
会
場
に
も
た
く
さ
ん�

の
方
が
ご
来
場
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

●
同
じ
く
午
後
一
時
こ
ろ
。
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
に
は
音
楽
発
表
会
の
出
演�

者
が
次
々
と
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
今
年
の
音
楽
発
表
会
は
小
・
中
学
校
５�

校
を
は
じ
め
と
す
る
町
内
の
八
グ
ル
ー
プ
に
加
え
、
ゲ
ス
ト
と
し
て
『
ア
ン�

サ
ン
ブ
ル
・
ボ
ン
ソ
ワ
ー
ル
』
の
お
二
人
を
迎
え
ま
し
た
。

スペシャルゲスト『アンサンブル・ボンソワール』の
三原聖さん（ユーフォニアム）と加藤美香さん（ピアノ）。�

　この二つの楽器のハーモニーは、おそらく会場内の
ほとんどの人たちがはじめて耳にされたことでしょう。
響きあう、溶け合う…という表現がぴったりの素敵な
アンサンブルでした。

▲３年生、迫力の「よさこいソーラン」▲「プッシュレスリング」で熱闘

心
を
こ
め
た
作
品
の
晴
れ
舞
台
を
準
備
中

▲力作ぞろいの作品展▲進行も自分たちの手で

▲アイリス合唱団

▲俣野小学校

▲チロル・ベルフレンド

▲明倫小学校

▲江尾小学校▲大正琴  曄の会  江府教室▲米沢小学校

▲

カ
メ
ラ
マ
ン
が
い
っ
ぱ
い

▲

▲中国大会7年連続金賞の受賞曲を披露

▲会場に江府中パワーさく烈  !!▼

～中学校文化祭・町文化祭～

文化の秋、てんこもり文化の秋、てんこもり文化の秋、てんこもり

　高く澄んだ青い空、大山の紅葉の深まりと共に１１月に入り、まさに文化の秋まっただなかです。江府町では２日・３日と�

江府中学校の文化祭、４日からは町文化祭が開かれ、会場は連日大賑わいとなりました。 

中学校前日祭中学校前日祭

音楽発表会音楽発表会

芸
能
発
表
会
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　今年も、江府中学校職場体験・ワクワクこうふが実施され、

２年生４７人が町内のさまざまな事業所に『就職』しました。

　事業所の方の指導を受けながらジャージ姿で熱心に働く姿を

ご覧になった町民のみなさん、今どきの中学生にどんな印象を

うけられたでしょうか？

　ここに、生徒からの感想を紹介します。中学生たちは社会体

験を通して多くのことを学び、短い間にたくましく成長したよ

うです。きっと今日も、お世話になった職場の方への感謝の気

持ちを胸に、勉強や部活にがんばっていることでしょう。

中学生職場体験�
ワクワクこうふ

ドキドキ

　体験を通して、たくさんのことを学びました。たった１
週間という短い期間でしたが、たくさん学ぶことができ、
とても嬉しく思います。
　鏡ヶ成は、ルームといって客室掃除等の仕事と、厨房と
２つありました。ルームは、お風呂掃除や客室掃除、トイ
レ掃除などがありました。普段掃除をしないから「嫌だな
ぁ。」と思っていました。だけど、ルームのおばちやんた
ちと会話をしながら掃除などをするのは、とても楽しかっ
たです。それに、掃除って意外と楽しいんだなあと思いま
した。そういう気持ちにさせてくれたのは、ルームのおば
ちやんたちのおかげだと思います。
　厨房は、皿洗いと盛りつけが中心でした。皿洗いは大変
でした。私は家で時々皿洗いをするけど、家族分の皿洗い
です。だけど、お客さんがたくさん来る分、皿の量がスゴ
ク多くて大変だし、皿を戻すのも大変でした。盛りつけは、
キレイに盛りつけられなくて、毎日やっている料理人さん
たちはスゴイと思いました。
　仕事って、こんなに疲れるんだなぁと改めて思いました。
「仕事なんて楽だ！」最初そんな気持ちをもっていた自分
が恥ずかしく思いました。仕事がどれだけ大変なものか痛
感しました。
　ルームのおばちゃんたちに言われました。「社会の基本
はね、挨拶なんだよ。挨拶で人の価値というものがわかる
んだよ。頭が良いとか悪いじやなくて、人間として、良い
か悪いかだからね。社会性が身についてるか、ついてない
かで決まるものだからね。社会っていうもんは。原田さん
もおばちゃんみたいに社会に出る時がくるから、このこと
は覚えといてね。」と言われました。本当のことだなぁと
思いました。これから、挨拶をしっかりしていこうと思い
ました。私が社会に出るまでに、社会性を少しでも多く身
につけるよう日ごろから努力していきたいです。

〈国民休暇村鏡ヶ成〉

原田　美紀

　長いようで短い５日間が過ぎました。体験学習初日は少
し不安でしたが、職場の人にいろいろと教えてもらったり、
いろいろ話したりしているうちに、だんだん慣れてきたよ
うに感じました。
　１日目は、洗車とワックスがけ。２日目は、不燃ゴミ回
収同行。３日目、可燃ゴミ回収同行。４日目、不燃ゴミ回
収同行。最終日は、ビン・缶の回収同行と、トラック同行
をしました。どれもみんなやりがいのある仕事ばかりでした。
そして、どれも疲れることばかりでした。江尾貨物の人は、
毎日そういう仕事をして大変だなぁと思いました。５日間、
とても楽しかったです。
　この「ワクワクこうふ」という機会があって、僕は、将
来の仕事のことを少しずつ真剣に考えるようになりました。

〈江尾貨物自動車〉

森　　剛大

　保育園はとても大変でした。慣れないこともあって疲れ
ました。でも、子どもたちが「お兄さん」などと呼んでく
れて嬉しかったです。いも堀りをしたり、一緒に遊んだり
してとても楽しかったです。
　子どもたちの世話というのは楽しいけど、大変なんだな
と思いました。でも、みんな言うことを聞いてくれてよか
ったです。紙芝居をやった時は緊張しました。５日間とい
うとても短い期間だったけど、別れるときは少し寂しかっ
たです。子どもたちも「明日来てよ！」とか言ってくれて、
とても嬉しかったです。この体験を、今後の生活や学習で
生かしていきたいです。

〈子供の国保育園〉

梅田　啓太
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6

平成18年度第32回�
江府町人権・同和教育研究集会

平成19年 江府町成人式

●と　き：平成18年12月８日（金）午後1時から

　　　　　受付…午後0時３０分から

●ところ：山村開発センター

【内　容】

●記念講演『愛があればこそ幸あり』

　　講師：漫才師　

　　　　　　海原しおり さん

●特別報告『小さな手のぬくもり』

　　　　　　　　～ハンセン病の学習をとおして～

　　発表者：大山西小学校

　　　　　　教諭　矢倉美和子さん

　　

●人権啓発標語・作文　発表及び表彰

●と　き：平成19年１月７日（日）午前10時から

　　　　　受　　付…午前９時から

　　　　　記念撮影…午前９時40分から

●ところ：山村開発センター

●対象者

　昭和61年４月２日から昭和62年

　４月１日までに生まれ、

　　江府町に住所を有する者

　　江府中学校を卒業した者

　＊対象の方には後日、案内通知を

　　お送りします

問い合わせ先

公民館（電話７５－２００５）

お 知 ら せお 知 ら せ

MUSIC（音楽は、生活に大切なもののひとつ）マーカス　だいありぃ⑭マーカス　だいありぃ⑭

　ハローエブリワン！　少しずつながらも、秋のおとずれが近づいてきました。
　各市町村や、学校などでもイベント行事が目白押しになってきます。
　わが江府町でも、先日文化祭が盛大に行われました。　いよいよ芸術の秋本番といったところですね。
　さて、今回のマーカスだいありぃは、江府町文化祭でも大盛況だった「音楽」についてです。

　   Music is an important part of life in every culture.
 　（音楽は、いろいろな文化の中で、生活に大切なもののひとつです。）

   　Powerful music can make us happy, or it can make us sad, or it can make us hopeful. 　　
 　（力みなぎる音楽は、私たちを幸せにしたり、悲しませたり、希望を抱かせたりします。）　

  　My favorite music is played by regular people in front of a small, intimate audience.   　
　（私のお気に入りの音楽は、こじんまりと、親しいお客さんの前で普通の人たちが演奏するものです。） 

     Kofu-town's junior high school band is fine example of such musicians.
　（江府中学校の吹奏楽部がそのいい例です。）

     They work hard together, but they have a good time while doing it.
 　（彼らはいっしょに熱心に練習します。　しかし、その練習のなかで貴重な時間を得ています。）
  　
     They enjoy their music, and they enjoy each others' company.
　（彼らは、自分たちの音楽を楽しみ、仲間どうし楽しんでいます。）　     　　

     Their hard work shows, and they do well in brass band competitions.
　（彼らは、ブラスバンドコンクールで立派に練習の成果を魅せてくれます。）

※マーカス先生にとって、江府中学校の吹奏楽部は身近な存在でありながら、とても大きな存在のようです。
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第
四
十
五
回
江
府
町
卓
球
大
会

職
域
の
部
が
、
十
月
十
九
日
、
運

動
公
園
総
合
体
育
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
仕
事
を
終
え
て
続
々
と
集
ま
っ

て
く
る
参
加
十
二
チ
ー
ム
の
精
鋭

た
ち
。
開
会
式
の
あ
と
、
早
速
四

つ
の
予
選
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
、

各
チ
ー
ム
五
人
の
対
戦
で
予
選
リ

ー
グ
を
戦
い
、
そ
れ
ぞ
れ
一
位
の

チ
ー
ム
で
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
を

行
い
ま
し
た
。�

�������

　
熱
戦
に
次
ぐ
熱
戦
が
展
開
さ
れ

た
結
果
、
男
女
統
一
の
大
会
方
式

を
と
っ
て
以
来
初
め
て
、
子
供
の

国
保
育
園
チ
ー
ム
が
優
勝
の
栄
冠

に
輝
き
ま
し
た
。

　
結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
予
選
リ
ー
グ
】

　
Ａ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
一
位
　
　
商
工
会
Ａ

　
　
二
位
　
　
Ｊ
Ａ
ち
ょ
き
ん

　
　
三
位
　
　
役
場

　
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
一
位
　
　
商
工
会
Ｂ

　
　
二
位
　
　
Ｊ
Ａ
強
妻
家

　
　
三
位
　
　
教
育
委
員
会

　
Ｃ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
一
位
　
　
子
供
の
国
保
育
園

　
　
二
位
　
　
Ｊ
Ａ
エ
ン
ジ
ニ
ア

　
　
三
位
　
　
教
員
連
合
Ｂ

　
Ｄ
ブ
ロ
ッ
ク

　
　
一
位
　
　
教
員
連
合
Ａ

　
　
二
位
　
　
マ
グ
マ
体
指

　
　
三
位
　
　
Ｊ
Ａ
ひ
と
め
ぼ
れ

【
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
】

　
　
優
　
勝
　
子
供
の
国
保
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Ａ
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位
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子
供
の
国
保
育
園
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悲
願
の
優
勝
！

第
四
十
五
回
江
府
町
卓
球
大
会
・
職
域
の
部

　10月19日、卓球大会職域の部が開催

されました。当日は町内の職場や体協

関係から１２チームの参加があり、優

勝の座を争いました。

　予選リーグでは、球を打とうとして

ラケットを飛ばしてしまう選手、スマ

ッシュを力んでしまい空振りをして卓

球台にうつぶせになる選手、相手にス

マッシュを決められ悲鳴を上げる選手

など職域大会ならではのなごやかな光

景が随所に見られました。この結果出

場チームが決まった決勝トーナメントは、

いずれも白熱した好ゲームで、決勝戦

は教員連合Ａチーム対子供の国保育園

チームの戦いとなり、接戦の末３－２

で保育園チームが見事初優勝されました。

おめでとうございます。

　今年は残念ながら負けてしまった選

手のみなさん、今からでも遅くありま

せん。体力づくりの一環として１日30

分でもラケットをにぎり来年は優勝を

ねらってください！

　最後になりましたが、選手のみなさん、

仲間の応援に駆けつけていただいたみ

なさん、お仕事でお疲れの夜にもかか

わらずたくさん参加をいただき、あり

がとうございました。

体協卓球部　清水和也

大会を終えて

　
九
月
二
十
三
日
と
十
月
二
十
九

日
の
二
日
間
、
グ
リ
ー
ン
パ
ー
ク

大
山
ゴ
ル
フ
倶
楽
部
に
お
い
て
、

ゴ
ル
フ
教
室
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
参
加
者
は
、
全
員
ク
ラ
ブ
を
持

つ
の
も
初
め
て
と
い
う
方
が
ほ
と

ん
ど
で
し
た
が
、
体
協
ゴ
ル
フ
部

講
師
の
熱
心
な
指
導
に
よ
り
、
楽

し
く
ゴ
ル
フ
を
教
わ
っ
て
い
ま
し

た
。
こ
の
教
室
で
は
、
実
際
の
コ

ー
ス
を
三
ホ
ー
ル
回
る
こ
と
が
で

き
、
参
加
者
は
大
自
然
の
中
で
ゴ

ル
フ
ァ
ー
気
分
を
十
分
に
体
験
し

て
い
ま
し
た
。

○
ゴ
ル
フ
教
室�

　
　
　 

開
　
講
！

▲真剣です！
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▲優勝の保育園チーム



　
警
察
で
は
十
一
月
を
、
犯
罪
被
害
者

対
策
の
推
進
お
よ
び
、
犯
罪
被
害
相
談

な
ど
に
関
す
る
、
強
化
月
間
と
し
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
警
察
は
、
被
害
者
と
密
接
に
か
か
わ

り
が
あ
り
、
被
害
者
を
保
護
す
る
役
割

を
担
う
機
関
で
す
。

　
被
害
者
の
視
点
で
、
情
報
の
提
供
、

助
言
お
よ
び
指
導
な
ど
、
事
件
に
応
じ

た
き
め
細
か
い
対
応
を
行
い
、
関
係
機

関
と
連
携
を
図
っ
た
、
施
策
の
推
進
に

努
め
て
い
ま
す
。

　
犯
罪
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
、
家
族
に

も
相
談
で
き
ず
に
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い

る
方
、
遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
故
意
の
犯
罪
に
よ
り
、
不
慮

の
死
亡
、
重
傷
病
ま
た
は
障
害
と
い
う

重
大
な
被
害
を
受
け
た
場
合
に
は
、
遺

族
、
被
害
者
に
対
し
て
、
国
が
一
定
の

給
付
金
を
支
給
す
る
、
犯
罪
被
害
給
付

金
制
度
に
つ
い
て
の
相
談
も
受
け
付
け

て
い
ま
す
。 犯

罪
被
害
相
談
窓
口
に
つ
い
て

犯
罪
被
害
相
談
窓
口
に
つ
い
て

犯
罪
被
害
相
談
窓
口
に
つ
い
て

☆警察総合相談電話　　　　　　　　　　（0857）27－9110

☆性犯罪１１０番　　　　　　　　　　　（0857）22－7110

☆少年相談（ヤングテレホン）　　　　　（0857）29－0808

（西部少年サポートセンター）　　　　　（0859）31－1574

☆暴力相談電話

（財）暴力追放鳥取県会議　　　　　　　（0857）21－6413

　　　　　　　　　　　（フリーダイヤル　0120－19－8930）

☆暴力団離脱相談電話　（フリーダイヤル　0120－33－8704）

☆黒坂警察署　　　　　　　　　　　　　（0859）74－0110

相談窓口

巡 回 講 座 の 案 内

県立消費生活センター

　鳥取県立消費者生活センターでは、消費者のみなさんに消費生活全般に対する知識を身に付けて�

いただくための、巡回講座の申込みを受け付けています。

　悪質商法の被害に遭わないための心構えなどの、消費生活知識に関する話はいかがですか。

　　＊講師謝礼、旅費などの費用は一切必要ありません。お気軽に申し込みください。

　　　　＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊講座を開くにあたって＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

◇規　模：１０名程度以上の高齢者の学習会、地域での学習活動などのグループ

◇日　時：できる限り希望に応じます（１時間から２時間）

◇テーマ：悪質商法にあわないために・契約の基礎知識・最近の消費生活相談状況　など

◇申込先：〒683－0043　米子市末広町294　米子コンベンションセンター４階

　　　　　鳥取県立消費生活センター

　　　　　電　話：0859－34－2765　　ＦＡＸ：0859－34－2670

　　　　　　　　　（申込書は役場総務課にもあります）

　　　　＊日程調整などのため、なるべく１か月前までに連絡ください。
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若き張作霖が満洲での
しあがってゆく間、栄
華を誇った清王朝はゆ
っくりと滅びようとし
ていた──。

★中原の虹　第一巻

浅田　次郎

お笑いコンビ・品川庄
司の品川による青春小説。
80年代東京・不良にな
ると決めたから、不良
でいよう。

★ドロップ

品川ヒロシ

●あたらしくはいった本

●今月のおすすめ！

●展示こーなー

江府町立図書館

TEL  77－2000

FAX  77－2213

＝図書館より＝

10月17日から23日

まで土日を除いた

５日間、中学生が

職場体験（ワクワ

クこうふ）で防災

センターに来てく

れました！主に図

書館のお手伝いを

してもらいました。

いま、町立図書館

では本のバーコー

ド化にあわせ書棚

の整理を行ってい

て、中学生のみな

さんには、棚の移

動という大仕事を

してもらいました。

本当に助かりまし

た。

十
一
月
の
本
棚

〜
町
立
図
書
館
よ
り
〜

◎小説・エッセイなど

・八月の路上に捨てる　　伊藤たかみ　　　・teddy bear　　　　　　べあ姫

・図書館戦争　　　　　　有川　浩　　　　・昏睡　かくされた癌　　霧村悠康

★中原の虹　第一巻　　　浅田次郎　　　　・また会いたくて　　　　SINKA

・狼花　新宿鮫Ⅸ　　　　大沢在昌　　　　・ひとかげ　　　　　　　よしもとばなな

・少し変わった子あります　森　博嗣　　　★ドロップ　　　　　　　品川ヒロシ

・邪魅の雫　　　　　　　京極夏彦　　　　・あなたに会えてよかった　新堂冬樹

・青春の雲海　　　　　　森村誠一　　　　・四度目の氷河期　　　　　荻原　浩

・風の墓碑銘　　乃南　アサ　　・異常現象売ります　上・下　シドニィ・シェルダン

・数学的にありえない　上・下　アダム・ファウアー　

・三谷幸喜のありふれた生活４　冷や汗の向こう側　　三谷幸喜

・三谷幸喜のありふれた生活５　有頂天時代　　　　　三谷幸喜

◎その他�

・農！黄金のスモールビジネス　　杉山経昌　・心にナイフをしのばせて　奥野修司

・スマン！刑事でごめんなさい。　北芝　健　・夜回り先生こころの授業　水谷　修

・夜回り先生の子育て論　あした笑顔になあれ　水谷　修　・ドラッグ世代　水谷　修

・薬物乱用―いま、何を、どう伝えるか　水谷　修　　

・さよならが、いえなくてー助けて、哀しみから　　水谷　修・生徒ジュン

◎児童・ヤングアダルト�

・No.６［ナンバーシックス］　　　あさのあつこ　

・レインボーマジック①赤の妖精ルビー/②オレンジの妖精アンバー/③黄色の妖精�

　サフラン/④みどりの妖精ファーン/⑤青の妖精スカイ　　デイジー・メドウズ

・学研まんがでよくわかるシリーズ　エレベーター・エスカレーターのひみつ

これに合わせて、図書館では現代の医療・病院事情について�

の本を集め、展示します。いま、「病院」はどうなっている�

のか、この機会に考えてみてはいかがですか？�

（展示こーなーで、11/16～　）

11/19～25は、医療安全推進週間です11/19～25は、医療安全推進週間です11/19～25は、医療安全推進週間です



特産物直売所　みちくさ　収穫祭！
実りの秋は食欲の秋!!

○日　　時　11月23日（木）　９時～17時
○場　　所　江府町特産物直売所「みちくさ」
　　　　　　（江府町佐川）
○特　　典　来場者には新米お餅のプレゼント!!
　　　　　（数量に限りがありますのでお早めに）
○問合せ先　佐川「みちくさ」電話75－2032

農業機械士養成研修および技能検定について
　農業用トラクター運転の、基礎知識ならびに大型特殊

免許（農耕用トラクター）の取得のための技能および、

農作業の受託者として活動するための知識・技能を修得

します。

○時　　期　12月４日から14日

○場　　所　鳥取県立農業大学校

○受験資格

　18歳以上の農業者などで普通自動車免許などの運転

　免許を取得していること

○定　　員　12名以内

○受講手続

　受講・受験申込書を11月20日までに農業大学校へ送

　付（ただし、先着12名になり次第締め切り）

○申込・問合せ先

　倉吉市関金町大鳥居1238番地

　鳥取県立農業大学校教育研修部教務課

　電話 0858－45－2411　FAX 0858－45－2412

住民基本台帳の閲覧が制限されました
　住民基本台帳の一部の写し（氏名・住所・性別・生年
月日）は、だれでも閲覧することができましたが、11
月１日から閲覧が次の場合に制限されました。
①国または地方公共団体の機関が、法令の定める事務を
　行うために閲覧する場合
②次に掲げる活動を行うために閲覧が必要である申出が
　あり、かつ町長が当該申出を相当と認める場合
　◇統計調査・世論調査・学術研究・その他の調査研究
　　のうち、調査結果が広く公表され、その成果が社会
　　に還元されるもの
　◇公共的団体が行う地域住民の福祉向上に寄与する活
　　動のうち、公益性が高いと認められるものなど
○問合せ先　役場町民課　（電話75－3223）

鳥取県最低賃金が改正されました

１鳥取県最低賃金は、業種や規模および常用・臨

　時・アルバイト・パートなどの雇用形態に関わ

　らず、県内で事業を営むすべての使用者と、そ

　の労働者に適用されます。

２最低賃金には、次の賃金は含まれません。

　・精皆勤、通勤、家族手当

　・臨時に支払われる賃金

　・１月を超える期間ごとに支払われる賃金

　・時間外、休日および深夜労働の割増賃金

３電気機械器具等製造業と各種商品小売業につい

　ては、鳥取県最低賃金とは別に、産業別最低賃

　金が決められています。

　くわしくは、鳥取労働局労働基準部賃金室�

（0857－29－1705）、または各労働基準監督

署に問合せください。

給与の源泉所得税の納付期限を忘れずに
　給与・賞与にかかる源泉所得税の納付期限は、
次のとおりです。
○毎月納付の方
　平成18年12月支給分
　納付期限　平成19年１月10日
○納期特例の方
　平成18年７月～12月支給分
　納付期限　平成19年１月10日
○納期特例の方で延長申請をされている方
　平成18年７月～12月支給分
　納付期限　平成19年１月22日
　（12月31日現在において、源泉所得税の滞納
　　がない方に限られます）

人権行政相談会について
　次のとおり、人権行政相談会を行います。

　みなさんのまわりに、人権を傷つけていること

がないか、今一度考えてみましょう。

○開設日時　12月13日　９時から12時

○相 談 員　藤原敏江さん　藤堂祐基さん

　　　　　　時間内は、電話相談も受け付けます。

　　　　　　　　　　　　　　（電話75－3110）

　相談は無料で、秘密は固く守られます。お気軽

に相談ください。
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鳥取県最低賃金

１時間　614円 平成18年10月１日

発行年月日

イベント案内



日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3�

4

5

6�

7

8

9

10

金

土

日�

月

火

水�

木

金

土

日

●広域隣保活動の教室参加希望者は本五集会所（　75－2624）へ連絡してください。

行 あ こ事 れ れ
都合により、日程が変更される場合があります。

江府町人権同和問題啓発標語

江尾小学校１年　たけうちみずき　みんな　なかよし　えがおがいっぱい�
米沢小学校６年　澤　口　尚　平　いじめや差別　みんなでなくせば　明るい世界

学年は応募があった平成17年度時点で掲載しています。

賃 金 就業時間年齢所 在 地求人事業所名 職 種

※町報掲載時までに、充足済等により求人が取り消しとなっている場合がありますのでご了承ください。

●求人情報に関する問い合せ先　米子公共職業安定所根雨出張所(TEL72-0065)

11月分
求 人 募 集

生命保険、損害保険の販売

126,000～134,400

120,00020～50
交替制　　　
8:30～17:30�
16:30～9:30

日本生命保険(相)日野支所 佐川1028-1

介護職員 不問社会福祉法人寿耕会(チロルの里) 久連7

9:00～17:00

12月

16

11月

本の読み聞かせ（広域隣保活動）

公民館講座（韓国語）

バドミントン教室

公民館講座（エアロビクス）

公民館講座（韓国料理）

ふれあいデー

バドミントン教室

江府町人権同和教育研究集会

公民館講座（生花）

習字教室（広域隣保活動）

カラオケ教室（広域隣保活動）

町民バドミントン大会

明道児童館

防災情報センター

総合運動公園体育館

防災情報センター

防災情報センター

子供の国保育園

総合運動公園体育館

山村開発センター

防災情報センター

明道児童館

明道児童館

総合運動公園体育館

14：00～

13：30～

19：30～22：00

19：00～

11：00～

10：00～11：30

19：30～22：00

13：00～17：00

19：00～

13：30～

19：30～

9：00～

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

1

2

3�

4
�
�

5�

6�

�

7

�

�

�

8

�

9

10

金

土

日�

�

月
�
�

火�

水�

�

木

�

�

�

金

�

土

日

本の読み聞かせ（広域隣保活動）

ウエルビクス練習会�

公民館講座（韓国語）

バドミントン教室

成分・全血献血�

公民館講座（エアロビクス）

公民館講座（韓国料理）

犬・ネコ引取日�

ふれあいデー

保育園むし歯予防教室（年長・年中）

バドミントン教室

赤ちゃん健診�

江府町人権同和教育研究集会

ＢＣＧ予防接種�

公民館講座（生花）

習字教室（広域隣保活動）

カラオケ教室（広域隣保活動）

町民バドミントン大会

明道児童館

総合健康福祉センター�

防災情報センター

総合運動公園体育館

総合健康福祉センター�

防災情報センター

防災情報センター

総合健康福祉センター�

子供の国保育園

子供の国保育園�

総合運動公園体育館�

総合健康福祉センター

山村開発センター

総合健康福祉センター�

防災情報センター

明道児童館

明道児童館

総合運動公園体育館

14：00～

9：30～11：30�

13：30～

19：30～22：00

9：00～16：00�

19：00～

11：00～

8：30～9：00�

10：00～11：30

13：00～14：30�

�

13：00～17：00

�

19：00～

13：30～

19：30～

9：00～

日 曜日 行 事 名 場 所 時 間

13�

14

15�

�

16

17

�

18

19�

�

20
�

21�

�

22

23

�

24
�

25

26�

27�

28

29�

�

30

月�

火

水�

�

木

金

�

土
�

日�

�

月
�

火�

�

水

木

�

金
�

土

日�

月�

火

水�

�

木

ウエルビクス練習会

公民館講座（韓国語）

糖尿病二次検診（補足）

明徳学園

ふれあいデー

就学時健康診断

たんぽぽ学級

陶芸教室（広域隣保活動）

公民館講座（陶芸）

陶芸教室（広域隣保活動）

公民館講座（生花）

習字教室（広域隣保活動）

カラオケ教室（広域隣保活動）

江尾っ子発表会

学習発表会

学習発表会�

ウエルビクス練習会

公民館講座（韓国語）

公民館講座（書道）

犬・ネコ引取日�

糖尿病予防教室�

公民館講座（押し花）

公民館講座（ハンドベル）

ふれあいデー

バドミントン教室

はつらつ運動教室�

公民館講座（パッチワーク）

公民館講座（日本舞踊）

樹脂粘土教室（広域隣保活動）

小学生・地域卓球大会

ウエルビクス練習会�

公民館講座（韓国語）

公民館講座（写真）

�

ふれあいデー

３歳児健診�

公民館講座（グラスアート）

農地相談会

たんぽぽ学級

バドミントン教室

総合健康福祉センター

防災情報センター

総合健康福祉センター

防災情報センター

子供の国保育園

子供の国保育園

防災情報センター

高齢者創作館

高齢者創作館

高齢者創作館

防災情報センター

明道児童館

明道児童館

江尾小学校

明倫小学校

米沢・俣野小学校�

総合健康福祉センター

防災情報センター

防災情報センター

総合健康福祉センター�

総合健康福祉センター�

防災情報センター

防災情報センター

子供の国保育園

総合運動公園体育館

総合健康福祉センター�

防災情報センター

防災情報センター

明道児童館

総合運動公園体育館

総合健康福祉センター�

防災情報センター

防災情報センター

�

子供の国保育園

総合健康福祉センター�

防災情報センター

役場会議室

防災情報センター

総合運動公園体育館

9：30～11：30

13：30～

8：30～11：30

9：30～

10：00～11：30

12：50～

19：00～

19：00～

13：00～

19：00～

19：00～

13：30～

19：30～

�

9：30～11：30

13：30～

13：30～

8：30～9：00�

9：00～12：00�

13：30～

18：30～

10：00～11：30

19：30～22：00

14：00～16：00�

13：30～

19：00～

9：30～

9：00～

9：30～11：30�

13：30～

13：30～

�

10：00～11：30

�

13：30～

13：30～16：00

19：00～21：00

19：30～20：00

受付
13：00～13：30

受付
13：00～13：30

受付
15：00～15：10



交通死亡事故ゼロ継続日数

　　　　　913日　（11月１日現在）

火災ゼロ継続日数

　　　　　18日　（11月1日現在）

火　　災

ご　寄　付

17

　毎年誕生月の月初めに社会保険

業務センターから現況届の用紙（は

がき）が送付されます。

　必要事項を記入の上、誕生月の

末日までに投函してください。

　もし紛失された場合には、役場に

用紙がありますのでご連絡ください。

　　　　　役場町民課（　75－3223）

現況届を提出しないと、
年金の支給が一時ストップします。

必ず提出しましょう。納付期限

11月分�
平成19年１月４日まで

　社会保険事務所から送られて

いる納付書を添えて金融機関で

お支払いください。

　なお、口座振替の方は、上記

期限が振替日です。

　日野総合事務所では日野郡住民の皆さん
方の声を施策に反映させていくため、皆さんが
地域や職場、家庭で気づかれた県の行政につ
いての意見・提言・アイデア・要望・苦情などを
募集しています。�
　皆さんから寄せられた声は、日野総合事務
所から本庁へ伝えますので、是非ご意見をお
聴かせください。
ファクシミリ・メールでもお受けします。
ファクシミリ　0859－72－2072
メールアドレス　h-kenminkyoku@pref.tottori.jp

　　　　　日野総合事務所県民局県民課�
　　　　　　　　電話：0859－72－2083

「日野総合事務所へのご意見、ご提案について」

�

�
社会福祉協議会に次の方からご寄付をい
ただきました。
（10月分）敬称略
◎見舞い返しとして�
　　洲河崎　浦部　澄子　本人退院�
　　洲河崎　影山　信明　本人退院�
　　佐　川　住田　孝治　本人退院
◎香典返しとして
　　洲河崎　浦部　二郎　父健死去
　　小　原　川上　英樹　父廣理死去
　　洲河崎　影山　　計　父文夫死去
　　美　用　川島　太助　母千歳死去
　　池の内　加藤　　代　夫尭亨死去

各
種
証
明
書
の
交
付
の
際
、
本
人
確
認
を
し
ま
す
。
免
許
証
な
ど
本
人
と
確
認
で
き
る
も
の
を
持
参
く
だ
さ
い
。

町の人口　3,789人（＋１）

男　1,785人（－３）

女　2,004人（＋４）

世帯数　1,175世帯（±０）�

�

10月末現在（　　）は前月比

人の動き 10月届
（敬称略） 秋の火災予防週間

11月９日（木）から15日（水）

全国統一防火標語

『消さないで
　あなたの心の
　　　　注意の火』

住宅防火　いのちを守る
７つのポイント

住宅防火　いのちを守る
７つのポイント

～３つの習慣・４つの対策～

３つの習慣

　〇　寝たばこは、絶対にしない。

　〇　ストーブは、燃えやすいものから離れた位置で使用する。

　〇　ガスコンロなどのそばを離れるときは、必ず火を消す。

４つの対策

　〇　逃げ遅れを防ぐために、住宅用火災警報器を設置する。

　〇　寝具、衣類およびカーテンからの火災を防ぐために、�

　　　防炎品を使用する。

　〇　火災を小さいうちに消すために、住宅用消化器等を設�

　　　置する。

　〇　お年寄りや体の不自由な人を守るために、隣近所の協�

　　　力体制をつくる。

◎ご結婚を祝します

木谷　克己　　佐川�

細田　典子　　伯耆町から

長岡　達也　　宮市�

堀川　圭子　　滋賀県から

◎ごめい福を祈ります

(住所）　（氏　名）（年齢）（世帯主）

美　用　川島　千歳　81歳　　太助

洲河崎　浦部　　健　78歳　　二郎

池の内　加藤　尭亨　77歳　　　代

日の詰　中尾　政代　90歳　　和男

小江尾　篠田　　正　82歳　　修身

小　原　川上　廣理　72歳　　英樹�

洲河崎　影山　文夫　80歳　　茅子

)
)



世帯数1,173世帯（＋１）　人口3,807人（＋１）　　男1,791人（－２）　女2,016人（＋３）（　）は前月比　5月末

発行／江府町役場 編集／総務課　印刷／冨士印刷（有）
〒689－4401  鳥取県日野郡江府町大字江尾475
TEL（0859）75－2211　FAX（0859）75－2389�
ホームページURL：http://www.town-kofu.jp/
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トンガリボウシはおいしいよ!!トンガリボウシはおいしいよ!!
　トンガリボウシ推進協議会は、甘みが強く、シ

ャキシャキした食感が特徴のキャベツ（品種名：

トンガリボウシ）の導入、産地化に取り組むため、

平成18年度に設立されました

　平成20年度の本格栽培を目標に、平成18年度は

10アールの栽培でしたが、平成19年には各種試験

を行い、栽培マニュアルの作成や新しい流通形態

の検討を行う予定です。

　また、今年度試験栽培したキャベツのうち約

100キログラムを、保育園食と学校給食の食材と

して提供し、約１ヶ月間、サラダや味噌汁の材料

として使用されました。

　調理現場でも「芯が小さくて、捨てるところが少ない」「甘くて、歯ざわりがいい」と好評

でした。

秋空の
したで

秋空の
したで

　貝田大飯喰いフェスティバル2006が10月29日、貝田集落

の広場であり、700人を超す大勢の来場者で、会場はにぎわ

いました。

　来場者は、貝田産の新米で作ったおにぎりやけんちん汁を

食すなど、秋の味覚を堪能しました。

　おにぎり大食い競争では、５分間にいくつおにぎりを食べられるかを競い、新記録となる、

20個を食した挑戦者もいました。


